
世界一吉村昭が好きな人

【会員区分】

個人会員（ 1 年）1,000円

個人会員（ 3 年）2,500円

法人会員　　　   3,000円

賛助会員　 　 1口 2,000円 から

皆さまのお申込み心よりお待ちしております。

  第 9 回著作紹介

「コロナ禍の今、読んでほしい吉村作品」

吉村昭記念文学館では、友の会会員を随時募集して

います。

会員になると限定グッズやイベント優先募集等の特

典があります！

文学館職員の読書感想文

※企画展示室での展示はございません。ご注意ください。

https://www.yoshimurabungakukan.city.arakawa.

tokyo.jp/senshi2020/

〈本展へのアクセスはこちらから〉

集まれ！！！ 企画展のお知らせ

アクセス ・都電荒川線（東京さくらトラム）  「荒川二丁目（ゆいの森あらかわ前）」下車 ………… 徒歩 1 分

・東京メトロ千代田線「町屋駅」 2 番出口、京成線「町屋駅」下車 …………………… 徒歩 8 分

・コミュニティバス「さくら」ゆいの森あらかわ下車（土曜、日曜、祝日のみ）

・東京駅から（地下連絡通路経由）東京メトロ千代田線「大手町駅」→「町屋駅」（乗車13分）

■ 編集・発行/荒川区　登録番号（　）0049号

■ 問合せ/

　 〒116 -0002　東京都荒川区荒川2-    -1 ゆいの森あらかわ内

    TEL：　 -3891-4349　FAX：     -3802-4350

    URL：https://www.yoshimurabungakukan.city.arakawa.tokyo.jp/

【開館時間】  9時30分～20時30分　  【入館料】 無料

【休館日】 毎月第3木曜日・特別整理期間・保守点検日・年末年始他

【題   字】 津村節子氏　　             【切り絵】 山﨑達郎氏

編集

後記

今
号
の
表
紙

　吉村にとって、創作の場であり安らぎの場であった書斎で撮

影した 1 枚です。背後の書棚（中央・上段）には、今号の「著

作紹介」でも取り上げた医学に関する蔵書が見えます。

　書斎再現展示では、ほぼ同じ配置で実物の書籍を紹介してい

ます。ご来館の際には、ぜひ蔵書のタイトルにも注目してご覧

ください。

Vol.15

書斎の書棚前で微笑む吉村昭

「戦艦武蔵」

津村節子氏寄託資料

　今年度第１回目の企画展は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、

ウェブで開催することとなりました。展覧会の特設サイトを開設し、原

稿や取材ノートを解説文とともに紹介します。お手持ちのパソコンやス

マートフォンから、いつでもどこでもご覧いただけます。普段なかなか

文学館にお越しいただけない方も、この機会にぜひお楽しみください。

 ウェブで開催 １１月２１日（土）  常時公開

   リニューアルした「万年筆の旅」いかがでしたか。皆さんに、より一層、親しんでいただける誌面を目指しま

した。vol. １を発行した平成25年から 7 年が過ぎた今、世の中はコロナ禍にあります。メディアでの言及も見ら

れますが、これまでも困難な事態に直面した時、私たちは吉村作品を手に取り、再読することで、新たな気づき

を得てきたということを改めて思い返しています。

　今号で紹介の通り、当館では、定期的に開催するトピック展示のほかにも、作品に関するフォトスポットを設

置するなど、新たな試みを行っています。また、遠方にお住まいの方や、ご自宅で過ごされている方にもお届け

したいという思いから、ホームページでは、資料を掲載した解説シートを公開し、荒川区ツイッターでの作品紹

介も続けています。11月21日からは、初めて企画展の特設サイトを開設し、ウェブで展示をご覧いただけます。

今後の活動も、どうぞご期待ください。次号もお楽しみに！

ゆいの森あらかわ

吉村昭記念文学館

町屋駅

町屋駅前

荒川七丁目

町屋駅（コミュニティバス「さくら」）

アクロスあらかわ

町屋文化センター

ゆいの森あらかわ
（コミュニティバス「さくら」）

区役所分庁舎
（旧防災センター）

区役所北庁舎がん予防・
健康づくりセンター

荒川区役所荒川三丁目

町屋駅

荒川区役所
（コミュニティバス「さくら」）

荒川区役所前

区立荒川公園

荒川消防署

荒川警察署
荒川郵便局

明治通り

三河島
水再生センター

荒
川
自
然
公
園

都
電
荒
川
線
（
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
前
）

荒
川
二
丁
目

荒
川
区
役
所
前

京成電
鉄

東京
メト
ロ千
代田
線

　2015年３月、フィリピン沖の深海で戦艦「武蔵」の船体が

発見された。その映像をワクワクしながらテレビで観ていた

事を記憶している。そんな時、吉村先生の「戦艦武蔵」 を読

んでみようと思った。

　武蔵を建造する過程では、様々な困難を知恵と工夫で乗り

越える様が緻密に描かれており、日本のモノづくりの優秀さ、

技術力の高さを感じることができる。しかし、４６センチ砲を

主役とした設計では、主砲発射により発生する爆風で甲板上

の人が致命傷を負ってしまう。軽量化を優先させた零戦と同

じで、速く遠く飛ぶために、人が使うものという視点が軽視

されている。

　人が必要とする機能に対して、オーバースペックになる傾

向は、苦戦する日本のモノづくり産業にも通じている。生き

残るための戦略の大切さを痛感させられる作品だ。

詳しくは H Pを

ご覧ください！

「戦後75年   戦史の証言者たち―吉村昭が記録した戦争体験者の声―」

吉村昭記念文学館ニュース 

万年筆の旅　

吉村昭記念文学館 News
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03 03

50

02

令和2年10月31日発行

特集 

   第 9 回 トピック展示開催報告 

「吉村昭と震災小説  ―「三陸海岸大津波」と「関東大震災」を中心に―」

   第10回 トピック展示開催報告  

「瀬戸内寂聴と津村節子」
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#『羆嵐』 実物大羆再現パネル フォトスポットのご紹介

  足跡を訪ねて ～愛媛県宇和島市　やまこうどん～

  おしどり文学館協定　荒川区・福井県合同展示のお知らせ



第

9

回　
介

紹

作

著

（右）昭和57年（1982年）筑摩書房

（左）昭和60年（1985年）新潮文庫

昭和46年（1971年）

講談社

昭和50年（1975年）　講談社

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
令
和

元
年 

（
２
０
１
９
年
） 

12

月
、
最
初
に
原
因

不
明
の
肺
炎
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
2

年
1

月
31

日
に
は
、
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）
が 

「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆

衛
生
上
の
緊
急
事
態
」 

に
該
当
す
る
と
発
表

し
、
日
本
で
も
感
染
者
が
急
増
し
ま
し
た
。

4

月
7

日
、
政
府
は
、
緊
急
事
態
宣
言
を
発

令
し
、
日
常
生
活
は
刻
々
と
変
化
し
ま
し
た
。

今
な
お
、医
療
現
場
で
は
、
懸
命
な
治
療
や
取

り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

文
芸
で
は
、
終
息
の
兆
し
が
見
え
ず
、
新

た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
が
模
索
さ
れ
る
中
、
カ

ミ
ュ
『
ペ
ス
ト
』
（
宮
崎
嶺
雄
訳 

 
 

昭
和
44

年　

新
潮
文
庫
）

が
35

万
部
以
上
の
増
刷
と
な
る

な
ど
、
感
染
症
の
恐
怖
に
直
面
し
た
人
間
の

在
り
様
と
社
会
の
変
化
を
描
い
た
小
説
の
ほ

か
、
感
染
症
の
歴
史
や
対
策
を
記
し
た
作
品

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡

大
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
、 

多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
9

回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
改
め
て
皆
さ

ん
と
共
に
読
み
た
い
吉
村
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

吉
村
作
品
で
は
、
あ
る
海
辺
の
村
に
伝
わ

る
風
習
が
招
い
た
災
厄
を
描
く
『
破
船
』（
昭

和
60

年　

新
潮
文
庫
）
が
広
く
読
ま
れ
、
増
刷
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
然
痘
の
予
防
法
で

あ
る
種
痘
の
普
及
に
取
り
組
ん
だ
医
家
、

  

笠

原
良
策
を
描
い
た
『
雪
の
花
』（
昭
和
63

年　

新

潮
文
庫
） 

を
は
じ
め
、
医
学
を
題
材
と
す
る
著

作
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
作

品
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
る
人
び
と
の
指
標

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

そ
こ
で
今
回
は
〈
災
厄
に
直
面
し
た
人
間

の
姿
〉
、
〈
医
学
の
道
に
生
き
る
人
び
と
〉
、

〈
江
戸
時
代
、

  

伝
染
病
予
防
に
取
り
組
ん
だ

人
物
〉 

と
い
う
視
点
か
ら
『
破
船
』
、
『
日
本

医
家
伝
』
（
昭
和
46

年　

講
談
社
）
、    　『
北
天
の
星
』   

上
・
下
（
昭
和
50

年　

講
談
社
）

 

を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。

も
し
も
、
お
船
様
の
到
来
が
な
け
れ
ば
、
と
う

の
昔
に
村
は
消
滅
し
、
た
だ
岩
礁
の
ひ
ろ
が

る
海
の
あ
る
地
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
。
先
祖
が
こ
の
地
に
生
き
、
自

分
た
ち
も
生
活
し
て
ゆ
け
る
の
は
、
お
船
様

の
存
在
に
よ
る
も
の
な
の
だ
。

『
破
船
』
昭
和
57

年　

筑
摩
書
房

「
破
船
」
は
、
日
本
海
沿
岸
に
見
ら
れ
る
江

戸
初
期
の
古
記
録
な
ど
を
基
に
執
筆
さ
れ
た

虚
構
小
説
で
す
。
吉
村
は
、
習
俗
に
関
心
を

も
っ
た
新
潟
県
佐
渡
島
を
、
背
景
の
地
と
し

て
構
想
し
ま
し
た
。
「
人
間
の
優
し
さ
と
残

酷
さ
、
そ
れ
を
描
い
て
み
た
か
っ
た
」 

と
も

述
べ
て
い
ま
す
。
昭
和
55

年
（
1
9
8
0
年
）

7

月
か
ら
翌
年
12

月
ま
で
「
海
流
」（「
ち
く
ま
」 

筑
摩
書
房
）

 

と
し
て
連
載
し
、
加
筆
後
、『
破
船
』

 

（
昭
和
57

年　

筑
摩
書
房
） 

と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

同
60

年
に
は
文
庫
化
（
新
潮
文
庫
）  

さ
れ
て
い

ま
す
。
吉
村
作
品
で
は
、
最
も
多
く
の
言
語

に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
説
の
舞
台
、
あ
る
海
辺
の
寒
村
に
伝
わ

る
「
お
船
様
」
と
は
、
塩
焼
き
の
火
に
誘
わ

れ
た
船
を
岩
礁
で
座
礁
さ
せ
、
積
み
荷
や
建

材
を
奪
い
、
糧
と
す
る
風
習
で
す
。
船
に
乗

っ
て
い
た
人
間
の
命
も
奪
う
苛
酷
な
も
の
で
、

村
人
は
露
見
を
恐
れ
な
が
ら
も
、
密
か
に
受

け
継
い
で
き
ま
し
た
。
こ
の
「
お
船
様
」
が
も

た
ら
す
恵
み
と
災
厄
の
顛
末
が
、
年
季
奉
公

に
出
た
父
の
帰
り
を
待
つ
伊
作
の
目
を
通
し

て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

村
に
は
、
米
を
積
ん
だ
「
お
船
様
」
が
訪

れ
た
翌
年
、
厄
除
け
の
「
赤
い
猿
の
面
」 

と

「
赤
い
着
物
」  

を
身
に
着
け
た
死
者
を
運
ぶ

船
が
到
来
し
ま
す
。
こ
の
死
者
は
痘
瘡
（
天

然
痘
）
に
感
染
し
た
こ
と
で
、
海
に
流
さ
れ

た
者
た
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
痘
瘡
と
認
識

で
き
ず
、
赤
色
を
慶
事
と
捉
え
た
村
人
た
ち

は
、
剥
ぎ
取
っ
た
「
赤
い
着
物
」
を
分
配
し
、

や
が
て
感
染
が
広
が
り
ま
す
。
恵
み
の
「
お

船
様
」
が
一
転
、
災
厄
と
な
る
展
開
が
、
冷

徹
な
緊
張
感
み
な
ぎ
る
表
現
で
描
き
出
さ
れ
、

共
同
体
で
あ
る
村
を
維
持
し
、
存
続
さ
せ
、

生
き
抜
こ
う
と
す
る
村
人
の
姿
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
ま
す
。

 

感
染
症
と
向
き
合
う
私
た
ち
は
、
ど
の
よ

う
に
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、 

コ
ロ
ナ
禍

の
現
在
が
重
な
り
、
深
く
胸
に
迫
る
作
品
で
す
。

　
　
　
　
　

       

〈
学
芸
員　

深
見
美
希
〉

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、

日
本
の
医
家
た
ち
は
西
洋
医
学
の
流
入
に
身

を
さ
ら
し
、
或
る
者
は
反
発
し
、
或
る
者
は
そ

れ
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
。
そ

う
し
た
混
乱
の
中
で
、
す
ぐ
れ
た
医
家
た
ち

に
よ
っ
て
新
し
い
日
本
医
学
の
基
礎
は
き
ず

か
れ
て
い
っ
た
。

「
あ
と
が
き
」
『
日
本
医
家
伝
』
昭
和
46

年　

講
談
社

　

今
も
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
最
前
線
で
患
者
の

治
療
に
あ
た
っ
て
い
る
医
療
従
事
者
の
皆
さ

ん
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、
彼
ら
の
仕
事
や
そ
の
存

在
に
思
い
を
巡
ら
す
き
っ
け
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で 

「
今
、
読
ん
で
ほ
し
い
吉
村
作

品
」 

２
作
目
は
、
医
学
の
道
に
生
き
た
人
び

と
の
物
語
を
紹
介
し
ま
す
。

　

短
篇
集
『
日
本
医
家
伝
』
は
、
激
動
の
時

代
に
新
し
い
医
学
の
道
を
切
り
開
い
た
医
家

12

人
を
描
い
た
作
品
で
す
。
昭
和
43

年
か
ら

46

年
に
か
け
て
、
医
学
雑
誌
「
C
R
E
A
T

A
」
に
連
載
さ
れ
、
同
46

年
に
加
筆
改
稿
し

て
単
行
本
を
刊
行
、
同
48

年
に
文
庫
化
（
講

談
社
文
庫
）

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
の
読
み
ど
こ
ろ
は
、
12

人
が
残

し
た
顕
著
な
医
学
業
績
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る
個
性
豊
か
な

生
き
方
に
あ
り
ま
す
。
吉
村
は
「
時
代
の
厳

し
い
制
約
の
中
で
、
自
己
に
忠
実
に
生
き
よ

う
と
し
た
姿
」
に
気
持
ち
が
奮
い
立
ち
、
書

き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
、と
述
べ
て
い
ま
す
。

新
し
い
医
学
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
如
何
に

生
き
、
何
を
成
し
遂
げ
た
の
か
。
是
非
、

   

本

を
読
ん
で
そ
の
姿
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
併
せ
て
読
み
た
い
作
品
が
、
随
筆

集
『
お
医
者
さ
ん
・
患
者
さ
ん
』

 

（
昭
和
60

年　

中
公
文
庫
）

で
す
。
心
に
残
る
医
者
と
の
ふ
れ

あ
い
を
描
い
て
い
ま
す
。
患
者
に
と
っ
て
良

い
医
者
と
は
、
医
者
か
ら
み
た
良
い
患
者
と

は
。
改
め
て
、
医
者
と
患
者
の
望
ま
し
い
関

係
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
す
。 　

　
　
　
　
　
　
　

  

〈
学
芸
員　

鈴
木
志
乃
〉

　

長
崎
系
の
種
痘
法
は
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
て

定
着
し
、
そ
れ
に
努
力
し
た
医
家
た
ち
は

医
学
史
に
そ
の
名
を
き
ざ
ま
れ
た
が
、
そ
の

導
入
よ
り
も
二
十
五
年
も
前
に
種
痘
を
お
こ

な
っ
た
中
川
五
郎
治
の
名
は
消
え
た
も
同
然

の
扱
い
を
受
け
た
。
そ
れ
は
、
か
れ
が
種
痘

の
重
要
さ
を
知
ら
ず
生
活
の
資
と
し
て
の
み

考
え
、
そ
の
医
術
を
他
の
医
家
た
ち
に
伝
え

る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

              

『
北
天
の
星
（
下
）
』　

昭
和
50

年　

講
談
社

「
北
天
の
星
」
は
江
戸
後
期
に
実
在
し
た
中

川
五
郎
治
に
関
す
る
史
料
を
元
に
し
て
描
い

た
長
篇
歴
史
小
説
で
す
。
昭
和
50

年
（
１
９

７
５
年
）
に
刊
行
さ
れ
（
講
談
社
）
、
昭
和
55

年

に
文
庫
化
（
講
談
社
文
庫
）
、

  

平
成
12

年
（
２
０

０
０
年
）
に
は
新
装
版
（
講
談
社
文
庫
） 

が
発

売
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
上
下
巻
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

五
郎
治
は
当
時
死
病
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た

天
然
痘
を
予
防
す
る
種
痘
（
牛
痘
法
）
を
、
日

本
で
初
め
て
お
こ
な
っ
た
人
物
で
す
。
吉
村

は
五
郎
治
が
生
ま
れ
た
青
森
や
、
ロ
シ
ア
か

ら
の
帰
国
後
暮
ら
し
た
北
海
道
に
も
調
査
に

向
か
い
作
品
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。

　

上
巻
に
は
、
五
郎
治
が
エ
ト
ロ
フ
島
か
ら

連
れ
去
ら
れ
て
い
く
過
程
や
ロ
シ
ア
で
の
生

活
、
下
巻
に
は
、
帰
国
や
種
痘
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
丁
寧
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
緻
密
な
描
写
は
、
五
郎
治
の

人
生
を
追
う
だ
け
で
な
く
、
鎖
国
政
策
下
の

日
本
の
置
か
れ
た
状
況
を
、
国
内
外
の
視
点

で
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
『
花
渡
る
海
』
（
昭
和
60

年　

中
央
公
論

社
）

で
も
「
北
天
の
星
」
に
登
場
す
る
水
主

久
き
ゅ
う

蔵ぞ
う

を
主
人
公
に
、
天
然
痘
に
立
ち
向
か
う

人
物
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
治
療
方
法
が
わ
か
ら

な
い
伝
染
病
に
立
ち
向
か
っ
た
人
々
の
歴
史

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。     

〈
学
芸
員　

北
山
ゆ
か
り
〉

＊
『
雪
の
花
』 （
昭
和
63

年　

新
潮
文
庫
）
は
、
「
万

年
筆
の
旅
」 

V
O
L
.

14
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

＊
今
回
取
り
上
げ
た
作
品
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
し
ま
し
た
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
12

人
と
は
、
山や

ま

脇わ
き

東と
う

洋よ
う

・
前ま

え

野の

良
り
ょ
う

沢た
く

・
伊い

東と
う

玄げ
ん

朴ぼ
く

・
土は

生ぶ

玄げ
ん

碩せ
き

・
楠く

す

本も
と

い
ね
・
中な

か

川が
わ

五ご

郎ろ
う

治じ

・
笠か

さ

原は
ら

良
り
ょ
う

策さ
く

・
松ま

つ

本も
と

良
り
ょ
う

順
じ
ゅ
ん

・
相さ

が

良ら

知と
も

安や
す

・
荻お

ぎ

野の

ぎ
ん
・
高た

か

木ぎ

兼か
ね

寛ひ
ろ

・
秦は

た

佐さ

八は
ち

郎ろ
う

で
す
。　

※

※
「
新
潟
日
報
」（
夕
刊
）
昭
和
57
年
4
月
20
日
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| 

生
き
る
た
め
の
風
習

             

「
お
船
様
」 

と
「
赤
い
着
物
」

コ
ロ
ナ
禍
の

今
、

読
ん
で
ほ
し
い

吉
村
作
品

特  集

『
破
船
』

    

災
厄
に
直
面
し
た
人
間
の
姿

『
日
本
医
家
伝
』

『
北
天
の
星
』

医
学
の
道
に
生
き
る
人
び
と

江
戸
時
代
、
伝
染
病
予
防
に
取
り
組
ん
だ
人
物

　

 

| 

近
代
医
学
の
礎
を
築
い
た
12
人
の
医
家

    

| 

運
命
に
抗
い
生
き
抜
い
た
男
、
中
川
五
郎
治



津波に関する自筆ノート　            　　　　　  津村節子氏寄託資料

「関東大震災」に関する自筆ノート　  津村節子氏寄託資料

明治29年の津波発生時の証言を記録した箇所。 最上部に「ツナミ＝よだ」と書き

込みがある。吉村は、  三陸沿岸には「津波」 を表す特有の地方語があると考えた。

岩手県下閉伊郡田野畑村の村民が語る体験と文献資料を検証し、「津波」と「よだ」

が同じ意味で使用されていたことを突き止めた。   『三陸海岸大津波』では、     「二 

昭和八年の津波」の  「津波・海嘯・よだ」  に記している。

小櫃政男氏が、浅草で友人と映画鑑賞中に被災した証言を記録。

友人と逃げるも、目前で12階建ての凌雲閣が倒壊。 避難した本

所被服廠跡で、 友人が、飛ばされてきた 「トタン」 で首を負傷

し、小櫃氏と手を繋いだまま、凄惨な死をとげる過程を記す。

自宅でスイトンを作る吉村と

見守る津村節子氏

写真提供　毎日新聞社

京
都
寂
庵
で
　

左
か
ら
津
村
節
子
、
瀬
戸
内
寂
聴

写
真
提
供
　
ス
イ
ッ
チ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

瀬戸内寂聴氏愛用の品々 （徳島県立文学書道館蔵）

 前列左より、原稿用紙、万年筆、拡大鏡、眼鏡。

 後列左より、万華鏡、ペーパーウェイト（バカラ製）、ペーパーウェイト

（岡本太郎作）。

同
人
雑
誌
「
Z
」
で
の
出
会
い

二
人
の
「
少
女
小
説
」
作
家

※『遥かな道』平成26年  河出書房新社

　

今
も
三
陸
海
岸
を
旅
す
る
と
、
所
々
に
見

え
る
防
潮
堤
と
と
も
に
、
多
く
の
死
者
の
声

が
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

『
三
陸
海
岸
大
津
波
』
平
成
16

年 

文
春
文
庫

　

吉
村
昭
は
、
昭
和
45

年
（
1
9
7
0
年
）
、

体
験
者
へ
の
取
材
を
行
い
、
埋
も
れ
て
い
た

郷
土
資
料
や
記
録
を
調
査
し
、

 

『
海
の
壁
』（
中

公
新
書
、
改
題 

「
三
陸
海
岸
大
津
波
」
） 

を
刊
行
し
ま

し
た
。
明
治
29

年
（
1
8
9
6
年
）
、
昭
和
8

年
、
昭
和
35

年
に
三
陸
沿
岸
を
襲
っ
た
津
波

の
実
態
と
、
津
波
の
歴
史
と
共
に
あ
る
人
び

と
の
営
み
を
記
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
証
言
を
集
め
、
膨
大
な
文
献
資
料

を
調
査
し
て
著
し
た
『
関
東
大
震
災
』 （
昭
和

48

年　

文
藝
春
秋
）
で
は
、
凄
ま
じ
い
地
震
被
害

の
実
状
と
、
人
心
の
混
乱
が
生
ん
だ
社
会
事

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
臨
時

休
館
に
よ
り
、
会
期
と
内
容
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
展
示
資
料
を
掲
載
し
た
解
説

シ
ー
ト
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

会
期
：
令
和
2
年
2
月
21
日
（
金
）
～
2
月
28
日 （
金
）

　
　
　
　
　
　
　

7
月
10
日
（
金
）
～
7
月
15
日 （
水
）

件
を
克
明
に
描
き
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
２
作
に
関
す
る
自
筆
取
材

ノ
ー
ト
や
調
査
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
『
三
陸
海
岸
大
津
波
』 （
平
成
16

年　

文
春
文

庫
）
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
た
髙
山
文
彦
『
大

津
波
を
生
き
る　

巨
大
防
潮
堤
と
田
老
百
年

の
い
と
な
み
』
（
平
成
24

年　

新
潮
社
）や
、
森
健

編
『
つ
な
み 

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
作
文

集　

完
全
版
』（
平
成
24

年　

文
藝
春
秋
）

な
ど
、

15

点
の
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
26

年
（
2
0
1
4
年
）ま
で

に
刊
行
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
を
背
景
に
描

か
れ
た
小
説
を
パ
ネ
ル
展
示
し
、
現
代
の
作

家
た
ち
が
震
災
を
書
く
こ
と
に
、
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

平
成
23

年
3

月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
明
治
、
昭
和
の
津
波
や
地
震
と

異
な
り
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
生
み
、
現
代
に
潜
む
問
題
を
浮
き
彫
り
に

し
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
「
三
陸
海
岸
大
津
波
」

と
「
関
東
大
震
災
」
は
、

 

読
み
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
吉
村
が
記
し
た
人

び
と
の
証
言
や
記
録
の

検
証
か
ら
は
、
自
然
災

害
に
よ
る
死
者
の
存
在

が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

時
代
を
経
て
、
直
面
す

る
問
題
が
変
化
し
て
も
、

こ
の
2

作
に
は
、
常
に

立
ち
返
る
べ
き
教
訓
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

〈
学
芸
員　

深
見
美
希
〉

　　
第
9

回
ト
ピ
ッ
ク
展
示
で
は
、
吉
村
が
作
成
し

た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
展
示
し
、
『
関
東
大
震

災
』
刊
行
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
も
紹
介
し
ま

し
た
。
現
在
、
当
館
で
収
蔵
し
て
い
る
吉
村
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
は
、
昭
和
41

年
か
ら
平
成
16

年

ま
で
の
23

冊
（
津
村
節
子
氏
寄
託
資
料
）
で
す
。

自
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
や
寄
稿
、
著
作
の
新

刊
案
内
や
書
評
、
映
像
化
の
ニ
ュ
ー
ス
、
先
輩
作

家
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
小
さ
な
記
事
も
丁
寧
に

切
り
取
り
、
整
え
て
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。
中
に

は
、
記
事
本
文
に
修
正
を
書
き
加
え
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
作
家
が
歩
ん
だ
歳
月
の
重
み
と
そ
の
人
柄
、
創

作
へ
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
、 

展
示
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
正
12

年
9

月
1

日
、
日
暮
里
で
関
東
大
震
災

に
遭
遇
し
た
吉
村
の
両
親
は
、
食
料
が
欠
乏
し
、

ス
イ
ト
ン
を
食
べ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
9

月
1

日

の
夕
食
を
ス
イ
ト
ン
と
決
め
ま
し
た
。
吉
村
は
、

ス
イ
ト
ン
を
食
べ
な
が
ら
、
両
親
が
体
験
し
た
震

災
の
話
を
聞
い
て
育
ち
ま
し
た
。
結
婚
後
も
、
こ

の
習
慣
を
受
け
継
ぎ
、
妻
の
津
村
節
子
氏
や
長
男
、

長
女
と
一
緒
に
、
9

月
1

日
は
ス
イ
ト
ン
を
食
べ

ま
し
た
。
写
真
は
昭
和
48

年
、
「
一
家
の
主
」  

連

載
中
（
毎
日
新
聞
社
）
の
取
材
で
撮
影
し
た
も
の
。

味
噌
の
量
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
ス
イ
ト
ン
を
作
る

姿
で
す
。

会
期
：
令
和
２
年
７
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
９
月
16
日
（
水
）

　
　　

瀬
戸
内
寂
聴
氏
は
、
当
館
友
の
会
発
起
人

の
一
人
で
も
あ
り
、
津
村
節
子
氏
は
、
吉
村

昭
の
妻
で
、
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
の
名
誉
館

長
で
す
。
本
展
示
で
は
、
当
館
と
ゆ
か
り
の

深
い
両
氏
の
出
会
い
、
そ
し
て
少
女
小
説
の

執
筆
者
と
し
て
活
躍
し
た
二
人
の
交
流
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
万
年
筆

や
万
華
鏡
を
は
じ
め
、
徳
島
県
立
文
学
書
道

館
か
ら
お
借
り
し
た
瀬
戸
内
氏
愛
用
の
品
々

を
展
示
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
（
2
0
1
0
年
）

　
　

　

津
村
節
子
、
吉
村
昭
、
瀬
戸
内
寂
聴
の
出

会
い
は
、
昭
和
31

年
（
1
9
5
6
年
）
に
小

田
仁
二
郎
が
主
宰
し
た
同
人
雑
誌
「
Z
」
で

し
た
。
津
村
は
苦
し
い
生
活
の
中
で
執
筆
を

続
け
た
当
時
を
「
あ
の
修
業
時
代
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
す
ご
く
貴
重
な
時
代
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
」  

と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
津
村

に
と
っ
て
瀬
戸
内
は
、
同
じ
修
業
時
代
を
過

ご
し
た
仲
間
で
し
た
。

　

展
示
で
は
、
丹
羽
文
雄
が
主
宰
し
た
同
人

雑
誌
「
文
学
者
」
に
吉
村
、
津
村

が
夫
婦
で
参
加
し
た

こ
と
を
は
じ
め
、「
Z
」

の
合
評
会
を
中
心
に
、

小
田
、
瀬
戸
内
と
の

関
係
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
し
た
。 

ま
た
、

「
私
の
文
学
的
自
伝

（
四
） 

同
人
雑
誌
と

質
屋
」 （
当
館
蔵
）
を

展
示
し
、
初
め
て
吉

村
と
瀬
戸
内
が
会
話

し
た
「
Z
」 

同
人
会

の
場
面
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

現
在
も
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
津
村

と
瀬
戸
内
。
二
人
に
は
、
同
じ
同
人
誌
で
活

躍
し
て
い
た
こ
と
以
外
に
、
少
女
小
説
家
と

し
て
多
く
の
作
品
を
執
筆
し
て
い
た
と
い
う

共
通
点
が
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
で
は
、 

学
習
院

大
学
短
期
大
学
部
在
学
中
か
ら
書
き
始
め
た

津
村
と
、
少
女
小
説
の
掲
載
を
き
っ
か
け
に

上
京
を
決
意
し
た
瀬
戸
内
、そ
れ
ぞ
れ
の
少
女

小
説
執
筆
の
背
景
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
少
女
世
界
」
９
月
号
（
昭
和
26

年　

富
国
出
版
社
）

の
一
部
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま

し
た
。
目
次
に
は
、
面
識
の
無
か
っ
た
二
人

の
名
が
隣
り
合
っ
て
並
ん
で
い
ま
す
。「
少
女

世
界
」
は
、
二
人
の
作
品
が
初
め
て
掲
載
さ

れ
た
雑
誌
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
40

年
に
津
村
は
芥
川
賞
、
翌
年
に
吉
村
は

太
宰
治
賞
を
受
賞
。
一
方
瀬
戸
内
は
、
昭
和
48

年

に
出
家
し
、
翌
年
京
都
に
寂
庵
を
開
き
、
そ
れ
ぞ

れ
小
説
家
の
道
を
歩
み
進
め
て
い
き
ま
す
。
「
Z
」

時
代
は
お
互
い
の
家
を
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
が
、

忙
し
さ
を
案
じ
、
夫
婦
で
京
都
へ
行
っ
て
も
寂
庵

を
訪
ね
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
自
宅
近
く
で

瀬
戸
内
の
サ
イ
ン
会
が
あ
る
と
聞
い
て
、
会
い
に

行
く
こ
と
に
し
ま
す
。
冒
頭
の
言
葉
は
そ
の
時
吉

村
が
津
村
に
か
け
た
言
葉
で
す
。

　
瀬
戸
内
は
、
サ
イ
ン
会
で
の
再
会
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
ふ
と
見
た
ら
、
二
人
が
ラ

フ
な
し
ゃ
れ
た
格
好
で
「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
お

散
歩
」
と
い
う
感
じ
で
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
立

っ
て
た
。
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
の
よ
。
も
う
び
っ

く
り
し
た
」

※

　

展
示
期
間
中
は
、
証
言
映
像
「
瀬
戸
内
寂

聴　

吉
村
昭
・
津
村
節
子
を
語
る
」（
平
成
28

年
度
制
作
）
を
放
映
し
、
連
日
多
く
の
お
客

様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
映
像
は

会
期
終
了
後
も
２
階
常
設
展
示
映
像
コ
ー
ナ

ー
で
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

 　

 

〈
学
芸
員　

北
山
ゆ
か
り
〉

※

※

 
 

学
芸
員
ノ
ー
ト
1

寂
庵
へ
行
く
の
は
迷
惑
だ
ろ
う
け
ど
、

サ
イ
ン
会
に
は
み
ん
な
行
く
ん
だ
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
二
人
で
行
っ
て
み
よ
う
か

                                  　
　  
（
吉
村
昭
）   

 
 

学
芸
員
ノ
ー
ト
2

5 4

　
　

 

― 

「
三
陸
海
岸
大
津
波
」
と
「
関
東
大
震
災
」
を
中
心
に 

―

　
吉

村

昭 

と 

震

災

小

説

第
10

回 

ト
ピ
ッ
ク
展
示 

開
催
報
告

　
瀬
戸
内
寂
聴 

と 

津
村
節
子

全
国
文
学
館
協
議
会
共
同
展
示

「
3
・
11
文
学
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

第
9

回 

ト
ピ
ッ
ク
展
示 

開
催
報
告



 
休館日：11月19日（木）、12月4日（金）

場　所：吉村昭記念文学館 2 階   エントランス、　　　　

　　　　著作閲覧コーナー

内　容：元治元年 （1864年） に起き

　　　　た天狗党の乱を題材に、世

　　　　の中に取り残されていく

　　　　 尊王攘夷派を描いた歴史

            小説「動く牙」 と「天狗争乱」

　　　　を紹介します。  福井県での

　　　　調査資料や自筆資料を中心

　　　　に展示します。 

会　期：令和 2 年 9月18日（金）～同年12月1６日（水）

    　　  午前9 時30分から午後 8 時30分まで

会　期：令和 2 年10月3 日（土）～同年11月23日（月・祝）

　　　　平日は午前 9 時から午後 7 時まで

　　　　土日祝日は午前 9 時から午後6時まで

休館日：毎週月曜（休日の場合は翌日）

　　　　祝日の翌日

場　所：福井県ふるさと文学館  文学の小路

内　容：吉村昭が福井の医家、      笠原良策

　　　　を描いた『雪の花』を紹介します。

　 　  「めっちゃ医者 伝」 の自筆原稿

　　　  （複製）や、村上豊作 「雪の花」

            挿絵 （複製）  などを展示します。

　　　

吉村昭記念文学館 3 階企画展示室

横の福井県コーナーに   「ふるさと

風花文庫」  を配架しました。

福井県ふるさと文学館よりお借り

した図書110冊です。若手作家や、

郷土の作家など、 5 つのテーマでまとめられています。

ご利用は、館内閲覧のみです。ふるさと風花文庫の本を手

に、図書館でのひと時をお過ごしください。

期   間：令和3 年3 月31日まで

『
羆
嵐
』 

執
筆
物
語

　平成29年11月 5 日に吉村昭記念文学館と福井県ふるさと文学館は、  

「おしどり文学館協定」を締結しました。

　この度、おしどり文学館協定に基づき、荒川区・福井県合同展示を

開催します。

＊おしどり文学館協定締結の経緯は、「万年筆の旅」 vol.10をご覧ください。

「吉村昭が描いた天狗党
   ―「動く牙」  と 「天狗争乱」福井の旅―」

福井県ふるさと文学館　特集展示 ｢吉村昭と医」

ふるさと風花文庫

『羆嵐』の舞台再訪　苫前町の射止橋にて

昭和59年（1984年）  6月23日

苫前町郷土資料館蔵

　

令
和
2

年
７
月
〜
10

月
、
当
館
初
の
試
み

と
し
て
、
吉
村
昭
記
念
文
学
館
２
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
三
毛
別
羆

事
件
を
扱
っ
た
作
品
、
吉
村
昭
『
羆く

ま

嵐
あ
ら
し

』（
昭

和
52

年　

新
潮
社
） 

に
登
場
す
る
羆
を
実
物

大
で
再
現
し
た
も
の
で
す
。

　

羆
の
体
長
は
２
．
７
ｍ
。
と
て
も
迫
力
の

あ
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

来
館
者
の
皆
様
に
、
吉
村
昭
の
作
品
を
視
覚

か
ら
も
体
感
し
て
い
た
だ
こ
う
、
と
い
う
趣

旨
の
も
と
、
当
館
学
芸
員
が
製
作
し
ま
し
た
。

　

リ
ア
ル
な
羆
の
姿
を
再
現
す
る
為
、
羆
の

画
像
は
、
北
海
道
に
あ
る
の
ぼ
り
べ
つ
ク
マ

牧
場
か
ら
借
用
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

11

月
か
ら
は
、
ウ
ェ
ブ
で
戦
史
を
扱
っ
た

展
示
を
行
う
に
伴
い
、
2

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
て
、
戦
艦
武
蔵
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
す
。
武
蔵
の
画
像
は
広
島
県
の
大

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
借
用
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
吉
村
作
品
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
パ

ネ
ル
を
製
作
し
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

皆
様
是
非
、
来
館
記
念
に
撮
影
し
て
く
だ

さ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

  　

〈
学
芸
員　

稲
垣
慶
子
〉

吉村昭記念文学館　第11回トピック展示

　

吉
村
昭
が
好
き
だ
っ
た
町
、
愛
媛
県
宇
和

島
市
。
そ
こ
に
早
朝
だ
け
営
業
す
る
う
ど
ん

屋
が
あ
り
ま
し
た
。
随
筆
「
朝
の
う
ど
ん
」

で
お
な
じ
み
の
「
や
ま
こ
う
ど
ん
」
で
す
。

　

吉
村
は
こ
の
う
ど
ん
の
味
に
魅
せ
ら
れ
、

宇
和
島
に
行
く
度
に
朝
は
こ
こ
で
う
ど
ん
を

食
べ
ま
し
た
。
店
内
に
は
、
吉
村
が
贈
っ
た

色
紙
「
朝
の
う
ど
ん
」
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
外
に
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
や
ま
こ

う
ど
ん
で
す
が
、
今
年
の
７
月
22

日
に
閉
店

を
迎
え
ま
し
た
。

道
具
の
傷
み
が
激
し
く
、

後
継
者
も
い
な
い
こ
と
か
ら
決
断
に
至
っ
た

そ
う
で
す
。
閉
店
を
聞
き
つ
け
て
訪
れ
た
お

客
さ
ん
の
中
に
は
「
吉
村
昭
さ
ん
の
フ
ァ
ン

で
色
紙
を
撮
り
に
き
ま
し
た
」
と
い
う
方
も

い
た
と
い
い
ま
す
。

　

随
筆
に
も
登
場
す
る
現
店
主
に
、
吉
村
の

印
象
を
尋
ね
る
と
「
威
張
っ
た
顔
を
し
な
い
、

穏
や
か
な
感
じ
。

 

『
先
生
、
久
し
ぶ
り
』っ
て

言
う
と
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
『
久
し
ぶ
り
』

っ
て
」
と
、
楽
し
そ
う
に
思
い
出
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
閉
店
の
日
は
、
長
蛇
の
列
が

で
き
、
最
高
の
店み

せ

終じ
ま

い
に
な
っ
た
と
感
激
の

言
葉
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
に
終
止
符

を
打
っ
た
や
ま
こ
う
ど
ん
。
ま
た
ひ
と
つ
、

吉
村
が
と
り
こ
に
な
っ
た
名
店
が
姿
を
消
し

ま
し
た
。　
　
　

  

〈
学
芸
員　

鈴
木
志
乃
〉

平成6年　朝日新聞社

昭和63年　新潮文庫

フォト

スポット

写真提供 : のぼりべつクマ牧場

ダイキチくん

7 6

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た

実
物
大
羆
再
現
パ
ネ
ル
　

#
『
羆
嵐
』

足
跡
を
た
ず
ね
て

　

具
は
、
ジ
ャ
コ
天
と
称
す
る
ジ
ャ
コ
（
小

魚
）
の
す
り
身
の
揚
げ
た
も
の
を
薄
切
り
に

し
た
数
片
と
刻
ん
だ
ワ
ケ
ギ
で
、
客
は
勝
手

に
好
ん
だ
量
を
の
せ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
で
食
べ

て
い
る
。
客
の
中
に
は
、
調
理
場
に
あ
る
鍋

に
う
ど
ん
と
汁
を
入

れ
て
、 

ガ
ス
台
に
か

け
て
煮
て
い
る
人
も

い

る
。（

中

略

）
う

ど
ん
に　
は
程
よ
い
腰

が
あ
っ
て
、  

汁
が
絶

妙
に
う
ま
い
。（ 

「
朝
の

う
ど
ん
」

 

『
わ
た
し
の
普
段

着
』   

平
成
17
年 

新
潮
社
）

〜 

愛
媛
県
宇
和
島
市　

や
ま
こ
う
ど
ん 

〜

おしどり文学館協定　荒川区・福井県合同展示お知らせ


